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金厨の内部摩擦とヤング率の測定

一測定装置を中心として一
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　ヤング率の測定は亭撒がかSるということになつているが，それは艀的

［：OU定した時のことて，媛勧法て行えぽきわめて簡輩に，精度艮く求めら

れる．また同時に測れる肉部禦愚怯鈍型的な構婚に敏感な性質てある．

1，ま　え　が　き
dW：ユサイクル當りiこ試整｝に吸牧ざれるエネルギ

　金麗のヤソグ傘の測定は翻的に荷重をかけて，そ才しに

厨する仲を測るのが普癌であるが，この方法では一囎こ

精度が悪く，イ申も割合に大きい．これは普通の材料試験

では問題にならないが，特殊な目的にはきわめて伸を小

さくする必要にせまられる場合がある．またヤソグ傘が

時々刻々墜るような場合には，静的方法では測定するこ

とはまず不可能である．これに封して動的方法は試料を

振渤させて試厨の固有振動藪をはかり，これからヤyグ

率を算出する方法である．これには試料を臼庄振動させ

て，これをナッシログラムにとり，標準周波敦とくらべ

て固有振動勲を知る方法と，可饗周波鍛の張制力を試料

に加えて共振周波緻を求めるのと2つの方法がある．前

岩はオヅシログラムをとるのに手数がかk’　to，また精鷺

もあまりよくない．後：者は振動振幅を定量的に測る装置

さえあれば，その振幅指示計を見ながら彊制振動の周渡

敷を攣えr：いくと，容易に共振周波数が求められる．こ

の方法に」：れば3桁目迄らくに測定できる．また次ぎに

強ぺる内部摩擦測定からの要求で，歪撰幅の最大値を，

10’fi～10’7　g度に迄小さくすることができる．

　内部摩擦はいわゆる「講造敏感（Structure　sens三tive）」

な性質の代表的なものS一つである．一倒をあげると筆

igteFの窒鹸では，銅軍結晶をよく焼鈍したものを引張つ

て約5％の塑縷膨を爽えると，内部摩擦は嶢鈍値の約

100倍にも達する．このような敏感さと，塑性礎形に野

す7nPt位理諭の簸の可能性のために，鑑近内部．騨察の

測定が重婆覗されてきたのである．内部摩擦の定義はい

’ろいろあるが7こSでは

　　研：試慣の1サイグル當りの振動エネルギー

とすると」珊げとなる．これは他の物理量と次の關籐

がある．

　　　　」予η｝γ＝Q11＝δ！π

　　Q：試料の共振の鏡さ，　δ：自由振動の際の鰍減

　　　　衰肇，π：圓周率

内部摩擦の測定にも縦瞬動，横振動挨り振動の3種が

あるが，試料に均一に懸力の加えられる瀦では㈱，を

使うのが好ましい．試費の熱懸の均一性を考えると，

電氣燈の大ぎさの制隈から約10～15cm程曳がもっとも

扱いやすい．このよ5な長ざの試料では使用する振動敵

は10～30k・e．麗度になる．

　内部畢擦を測定する場合に注意しなければならないこ

とは

　1）金麗では内部暉擦がきわめて小さい．このために

測定装置そのものに封するエネルギP損失をできるだげ

少くする必要がある．試料の節融をナイフエッヂで麦え

る他は，試料には何物4、場れないようにする．このナイ

フェッヂからの扱失でさえも問題になる場合がある．

　2）振動振幅を小にすること．歪振幅が10－5程度を

超亀ると内部罎齢娠動振幅の増加とともに急激こ駄

し振幅にほとんど無關係な範園は10”fi以下であること

が報告されている．したがつて振動で内部朕態が簗化し

ないでi±じめの状態の内部摩擦を測るには，歪の最大振

幅を10－fi程慶にする必要がある．試料の長さを10cm

とすると最大10－5cmの振動振幅を少くとも測窪する必

要がある．また内部摩擦の大きい試料では共振が鈍にな

つて振鋤しがたいから，振幅槍出髪置の感度をさら｝：　1

桁あげておくと都合がよい．結局周波敬が10～30k．c。で
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